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1．はじめに 

一般に、コンクリートにひび割れが生じるとそのひ

び割れから水分や塩化物イオンといった劣化因子の侵

入経路となる。コンクリートの水分移動にひび割れが

及ぼす影響を把握することはコンクリートの強度や耐

久性において重要な課題となっている。 

微細なひび割れの補修工法としてひび割れ被覆工法

がある。ひび割れ被覆工法の注意点として、ひび割れ

内部の処理ができない点がある。より簡便な補修工法

として、表面含浸工法の適用が期待されている。シラ

ン系表面含浸材の場合、含浸部に撥水性を発現させ、

外部からの水分の侵入を抑制するとともに水蒸気の透

過性を有する特徴がある。しかし、シラン系表面含浸

材をひび割れに塗布しコンクリートの乾燥と吸湿を検

討した例は少ない。 

 本研究では、コンクリートの乾燥・吸湿においてひ

び割れの影響とシラン系表面含浸材の補修効果を確認

することを目的に、ひび割れを有するコンクリートお

よびシラン系表面含浸材を用いて降雨の影響を受けな

い乾湿環境での水分拡散実験を実施した。 

 

2．実験概要 

2.1 試験体 

 表１に本研究で用いる試験体の配合を示す。セメン

トは普通ポルトランドセメント(密度 3.16g/cm3)、細

骨材は千曲川水系川砂(表乾密度 2.62g/cm3)、粗骨材

は千曲川水系川砂利(表乾密度 2.61g/cm3)を用いた。

試験体は材齢 1日で脱型し、28日間封緘養生した。 

 

 

試験体の一覧を表 2に示す。試験体はひび割れのな

い供試体、ひび割れを有する供試体の 2種類を用いる。

ひび割れ幅は 0.1mm程度、0.5mm程度、1.5mm程度の 3

パターンとし、ひび割れなし試験体も含めてそれぞれ

の含浸材塗布の有無により計 8パターンの試験体とし

た。 

試験体の形状および寸法を図1に示す。試験体は100

×100×400mmの角柱とした。ひび割れは養生終了後に

3 点曲げ載荷により導入した。全ての試験体の側面お

よび下面に気密防水テープによる防水処理を施し、水

分の移動を試験体の上面(ひび割れ導入面)のみに限定

した。上面を紙やすりで研磨し、表面の付着物を取り

除いてからシラン系表面含浸材を塗布した。含浸材は

メーカー規定の標準使用量になるまで数回に分けて塗

布した。 

 

2.2  実験方法 

実験環境を写真 1に示す。試験体を温湿変化による

乾燥と吸湿の影響を受ける屋根のある屋外環境に設置

した。実験期間中、試験体の質量を定期的に測定した。

測定は 2020年 9月 23日より開始した。図 2に実験期 

 

 

 

 図 1  試験体寸法 

 

W C S G Ad [g/m3]

50 168 336 775 990 3.36

W/C [%]
単位量 [kg/m3]

表 1 試験体配合 

 

表 2 試験体一覧 
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間中の気象庁長野地方気象台の温度と湿度の変化を示

す。実験環境と長野地方気象台の温湿度はほとんど一

致していることを過去の実験にて確認している。実験

期間中の平均気温は 13.0℃、平均湿度は 75.0%であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3  実験結果および考察 

 図 3に含浸材を塗布していない試験体、図 4に含浸

材を塗布した試験体の水分移動量の経時変化を示す。 

水分移動量は測定時の質量と実験開始時の質量差とし、

乾燥による質量の減少をマイナス、吸湿による質量の

増加をプラスとした。各水準の水分移動量は試験体本

数の平均値である。含浸なし試験体と含浸あり試験体

ともに実験開始から継続的に乾燥する傾向にある。ひ

び割れの影響に注目すると、含浸材の有無にかかわら

ずその影響は見られない。 

図 5に実験開始から 423日時点での各ひび割れ幅に

おける水分移動量を示す。含浸なしに注目すると、水

分移動量はひび割れ幅にかかわらず 30g前後の乾燥を

示し、ひび割れによる水分移動量の変化はほとんど確

認できない。含浸ありの水分移動量も同様にひび割れ

幅にかかわらず 20g程度の乾燥を示すが、含浸なしと

比べ低い傾向を示す。これは、シラン系表面含浸材が

コンクリート表面に浸透したことにより表面部分の水

蒸気透過量が抑制されたことが原因と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の実験結果より、コンクリートの乾燥・吸湿に

及ぼすひび割れの影響は小さいことが確認された。ま

た、シラン系表面含浸材を塗布した場合、ひび割れの

有無にかかわらず乾燥が抑制される傾向が確認された。 
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図 3 含浸材なしの質量経時変化 

 

図 5 ひび割れ幅と水分移動量の関係 

写真 1  実験環境 

図 4  含浸材ありの質量経時変化 

図 2  実験期間中の温湿度変化 
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